
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   

学 校 名       関市立倉知小学校  

実 施 期 間 平成２５年１０月１９日（土）～１１月２０日（水） 

 
実 施 概 要 

  

①  倉知小運動会（10月19日） 
②  倉知ふれあいセンター文化祭参加（11月9日10日） 
③  学習発表会：倉知小子どもフェスティバル（11月20日） 

 
実 施 内 容 

 

学習・取組の分野 
 レ自然   レ歴史   レ文化   レ産業   レその他  

公開の方法 
 レ授業公開 レ成果発表 レ交流活動 □講演会等 
 レ地域行事等参加 レその他 

 
来 校 者 数 

 
 

保 護 者 のべ約４，２００人 
計     ４，７６０人 

地域関係者            約５６０人 

 
実 施 状 況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  倉知小運動会 10／19（土）  

４月から、４～６年生239人全員が、地域の倉知太鼓保存会の皆様
の支援により、地域に受け継がれてきた“倉知太鼓”の練習を重ね
てきた。「けんかみこし」として名高い祭りであったが、現在はけ
んかは実施されていない。校歌にも歌われている祭りには、五穀豊
穣の願いを込めた「山野豊（さんやほう）」の掛け声が入っている。
地域の先人の思いに心を馳せながら、運動会当日参観者に披露した。 

②  倉知ふれあいセンター文化祭参加（11月9日10日） 

春先から５年生が育ててきた大菊や児童の作品を展示し、保護者
や地域のみなさんに鑑賞していただいた。  

③  倉知小子どもフェスティバル １１／２０（水） 
各学級（年）が生活科、社会科、総合的な学習の時間での学習

の成果を生かし、作品展示・劇・説明など表現方法を工夫して、
家族や地域ん皆さんに発表した。   
   1年:倉知の秋見つけ 2年:ﾘｻｲｸﾙ材料を使ったおもちゃ 
  3年:大豆はかせに学ぶ 4年:「うらら・関」との福祉交流活動

  5年:長良川博物館 6年:関市、そして京都・奈良 
PTA学級委員会が、夏休みに呼びかけた「親子読書」の作品を玄 

関に掲示したり、各学級の取組を見た保護者等の感想を掲示した
りした。また、広報委員会による「運動会お宝写真」の掲示も行
われた。倉知太鼓披露の様子をはじめ、運動会での児童の活躍が
改めて紹介された。 

 
成果及び課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・運動会における倉知太鼓の披露は、地域の伝統に触れ、引き継
ぐ貴重な機会となっている。 

・「倉知子どもフェスティバル」では、内容が劇、音楽、調査、
作品作りなど多岐に渡り、創意工夫の楽しさや多様な表現のア
イデアに、学ぶことが多かった。名称や内容は若干違うが、１
０年以上前から続いている伝統的な活動である。保護者からは、
教科等の学習を生かした質的に見ごたえのある内容であったと
いう意見が多かった。 

・PTAとの共同企画、児童への言葉のプレゼントなどをしていた 
だき、児童に、一緒に活動しているという実感がもてた。 

・地域の方に、仲間とかかわって学ぶ本校の教育活動について、
理解を深めていただくことができた。 

 


